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「新しいホームページの活
用について」

第3060回例会

「ロータリー事始め」

講師：樫畑 直尚 PDG

第3061回例会

「経営者が知っておきた
いハラスメント防止の基
本」

講師：亀井 果織 氏
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2025-2026年度： 会長 五十嵐信 / 幹事 武田秀和

会報委員会 ： 佐藤淳(委員長) / 芦野茂(副委員長) / 髙橋順弘 / 小野裕史 / 長澤純
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山形西ロータリークラブ会報
会長：会長：五十嵐　信五十嵐　信　　　　幹事：幹事：武田　秀和武田　秀和

クラブテーマ クラブの力を結集して、クラブの力を結集して、
　　　　　　地域と世界にいいことをしよう　　　　　　地域と世界にいいことをしよう

第3059回例会 令和７年８月４日（月）

　クラブの根幹課題として会員増強
を最重要視していることを述べた。
職業分類マトリックスを作成し、未
重点職種の洗い出しを進行中である
ことを伝えた。今後は「どう誘うか」
「ロータリーの魅力をどう伝えるか」
が勧誘の鍵となると考えている。半

田会長提唱の「あなたのロータリーを見つけよう」をヒ
ントに、個々の価値観に寄り添ったアプローチを推進し
ていく。市村年度からの課題であったIT化を推進してい
く。新ホームページは会員増強・情報発信・委員会活動
の可視化・多言語対応（機械翻訳活用）・事務局負担軽減
を目的とする。会員専用ページではスケジュール、議事
録、名簿、会報アーカイブ等を管理していきたい。外部
向けには要約情報を発信を予定している。

●今月のロータリーレートは149円です。
●山形西RC事務局は８月９日～ 17
日まで夏季休暇になります。

●前回例会に続いて２回目ですが、
会員名簿を回覧しております。修
正等があるかご確認をよろしくお
願いします。

●本日例会終了後に理事会がございます。

会長あいさつ

幹事報告

■例　会：毎週月曜日 12：30～13：30　■会　場：山形グランドホテル TEL：641-2611
■事務局：山形市香澄町 2-9-21-2F ㈱メコム内  TEL：090-1445-4120  FAX：642-1618

８月４日例会
　会員総数100名
　出席64名

例会出席報告

資料管理委員会より周年事業についてのアンケート募集
中の案内。

ニコニコボックス委員会よりニコニ
コ紹介。

広報雑誌委員会より戸田正宏会員の
俳句がロータリー誌に掲載されたこ
との報告。

親睦家族委員会より８月誕生日の会
員と配偶者の発表とお祝い。

委員会報告

　安部ロータリー情報委員長を中心
にホームページリニューアルについ
ての説明を行っております。

武田秀和幹事より
●会員増強・新規会員候補への情報
　発信強化
●委員会活動の可視化・交流促進
●グローバル補助金等、海外クラブ
　との連携に向けた多言語発信
を目的としてホームページをリニュー
アルしている説明がありました。
　サイト構築を行いました、(株)メ

コムの大場さんより機能、特徴の説明がありました。
　トップページに活動写真・動画・理念等を掲載し、会
員専用ページでスケジュール・議事録・名簿・会報アー
カイブ等を管理します。
　各委員会ごとに担当者を設け、投稿についてのレク
チャーを８月６日、７日に行います。

ホームページリニューアルについて
【例会卓話】
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山形西ロータリークラブ会報
会長：会長：五十嵐　信五十嵐　信　　　　幹事：幹事：武田　秀和武田　秀和

クラブテーマ クラブの力を結集して、クラブの力を結集して、
　　　　　　地域と世界にいいことをしよう　　　　　　地域と世界にいいことをしよう

第3060回例会 令和７年８月18日（月）

　本日の講師の第2640地区和歌山
ロータリークラブ地区パストガバ
ナー樫畑直久氏を紹介。
　ゲストの金沢ロータリークラブ松本
耕作PDGとともに今年４月シカゴ規
定審議会に地区代表議員として出席。
　お盆休みを挟み２週間ぶりの例会

といったことや花笠まつり、大雨、広島平和記念式典、
山形大花火大会等の地域イベントなどの近況を報告。花
火大会は山形青年会議所主導のまちづくりプロジェクト
として半世紀以上継続している。
　平和・社会奉仕への言及として、戦後80年の節目、
広島・長崎平和式典を紹介し、小学校６年生の英語ボラ
ンティアガイド活動を紹介した。
　湯崎広島県知事の挨拶要旨として、核抑止や武力均衡
は思い込み、過去80年核が使われなかったのは運が良
かっただけ、合理的判断が常に働くとは限らないといっ
たことがあった。
　ロータリアンとして「４つのテスト」に照らして考え
る重要性を示した。

●年次計画書に使用する今年度の理
事・役員・委員長の集合写真を次
回８月25日の例会開始前に撮り
たいと思いますので、該当の方は
12:00までご集合ください。ジャ
ケット、バッジ着用のお願いします。

●３回目になりますが、会員名簿案を回覧します。修正
事項が必要の方は記載お願いします。今回で最後にな
りますので欠席の方で修正が必要な方がいらっしゃい
ましたら事務局へ連絡いただくよう、お願いします。

会長あいさつ

幹事報告

■例　会：毎週月曜日 12：30～13：30　■会　場：山形グランドホテル TEL：641-2611
■事務局：山形市香澄町 2-9-21-2F ㈱メコム内  TEL：090-1445-4120  FAX：642-1618

ニコニコボックス委員会より多数の
ニコニコの報告。詳細は委員会より
のお知らせにて

委員会報告

8月18日例会
　本日は100%出席例会で欠席者も
事前メークアップ済みで100%達成。

例会出席報告

セミナー「ロータリーことはじめ」
ロータリーの歴史・トリビア
世界３万以上のクラブはシカゴロータ
リークラブが起源。
・ロゴの変遷　
・1905年２月23日創立

・最初の社会奉仕事業は1907年シカゴ公衆トイレ設置。
・ポール・ハリスの創立動機：「寂しかったから」
・ロータリークラブの拡大
　世界２番目はサンフランシスコロータリークラブ
　（1908年11月12日、78名）。
・災害時の国際的募金活動（サンフランシスコ大地震、
　関東大震災、東北大飢饉）。
・歌の起源（険悪な雰囲気の打開、気分転換）。
・ロータリーが団体で歌う最初の例
・昼食会の起源：会員の遅刻がきっかけ。
・創立記念日
・ニコニコ箱
・ファーストネーム文化
・日本のロータリーソング・国旗国歌
・ソングリーダーの役割　タクトを持たず、雰囲気重視。
・ロータリー認知度向上のためロゴに「Rotary」文字追加。

ロータリー事始め
【例会卓話】

講演者：樫畑直尚氏
　　　　《第2640地区和歌山ロータリークラブ地区パストガバナー》
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山形西ロータリークラブ会報
会長：会長：五十嵐　信五十嵐　信　　　　幹事：幹事：武田　秀和武田　秀和

クラブテーマ クラブの力を結集して、クラブの力を結集して、
　　　　　　地域と世界にいいことをしよう　　　　　　地域と世界にいいことをしよう

第3061回例会 令和７年８月25日（月）

　会長の習慣として夫婦で共にテレ
ビ体操を５年間継続していることを
紹介した。また、それに類するラジ
オ体操は夏休みだけでなく、現在も
全国の公園や広場で朝６時半から広
く行われており、山形でも多くの会
場があり、クラブ会員にも日課とし

て参加している方がいるかもしれないことなどラジオ体
操の話題であった。小学校の頃、毎朝グラウンドでラジ
オ体操に参加し、出席カードにハンコをもらい、最終日
には文房具やノートなどの景品をもらった経験や昭和３
年に国民の健康増進を目的にNHKラジオで放送が開始さ
れたことの紹介をした。戦時中も継続されたが、GHQ
により一度に集まことを警戒され中断、その後サンフラ
ンシスコ講和条約によって再開された歴史を紹介した。
ラジオ体操は国民の健康だけでなく、規律と継続性を育
んだ文化であるとの見解を示した。
　本日の卓話について、卓話者のキャリアコンサルタン
トの亀井果織氏とタイトル「経営者が知っておきたいハ
ラスメント防止の基本」を紹介し、ロータリーの根幹は

「友情と信頼」であり、トラブルによりクラブにとって悲
しいことが起きないよう、本日の学びを活かしたいと述
べた。退会された会員を再び迎えられるように努めるこ
とがクラブの責務であり、そのための歩みを進めていく
決意を示した。

《詳細はClub President room参照》

●回覧しておりました会員名簿の修
正稿が届きました。ご確認いただ
き、問題なければOKのサインを
いれていただければと思います。
問題なければこの内容で印刷を行
いたいと思います。

●ニコニコボックス委員会、広報雑誌委員会など、すで
にホームページに投稿いただいた委員会もございます
が、スケジュールが合わずにレクチャーを受けられな
かった委員会の方などに投稿の仕方をお伝えしたいと
思いますので、幹事までお申し付けください。

●次回９月１日例会後に理事会を開催します。理事役員
の方はご参集ください。

会長あいさつ

幹事報告

■例　会：毎週月曜日 12：30 ～ 13：30　 ■会　場：山形グランドホテル TEL：641-2611
■事務局：山形市香澄町 2-9-21-2F ㈱メコム内  TEL：090-1445-4120  FAX：642-1618

8月25日例会
　会員総数100名に対し、
　本日の例会出席者は68名

例会出席報告

プログラム委員会より例会卓話アン
ケートの実施のお知らせ。例会の質
向上のための新しい試み。
回答方法：
１．各テーブルに配布された案内状
　　のQRコードからオンラインで
　　回答。

２．スマートフォンが苦手な方向けに、受付にアンケート
　　用紙を設置（匿名での回答も可）。

ニコニコボックス委員会より五十嵐
会長、佐竹委員長、坂部会員よりの
ニコニコの報告。詳細は委員会より
のお知らせにて。

委員会報告



　ハラスメントは被害者・加害者だ
けの問題ではなく、企業の信頼を損
なう経営課題である。
　「知らなかった」「そんなつもりで
はなかった」では済まされない時代
であり、経営者の無関心が最大のリ
スクとなる。経営者がハラスメント

問題に関心を持ち、防止に取り組む姿勢を見せることが、
ハラスメントに強い会社を作る上で最も重要である。
　ハラスメントの定義と成立要件として、厚生労働省に
よると「弱い立場の相手に対して嫌がらせをする行為」。
加害者の意図は問われず、被害者が不利益を被り、苦痛
を感じた時点で成立する。
　経営リスクとしてのハラスメントとして、一度発生す
ると、企業の信頼を損なう重大なリスクとなる。特に甲
子園出場校の暴力問題による出場辞退のニュースのよう
に、SNSの普及により、一人の従業員の投稿が瞬時に拡
散し、企業イメージを傷つける可能性がある。
　ハラスメントの種類と現状：パワハラ、セクハラ等に
加え、新しいハラスメントが次々と生まれている。相談
件数が最も多いのはパワハラで、パワハラは上司から部
下だけでなく、同僚間や部下から上司へのケースも含ま
れる。厚労省の調査では労働者の５人に１人が過去３年
間にパワハラを受けたと回答。「自分の会社は大丈夫」と
いう油断が最も危険である。
　企業にはパワハラ対策として以下の４つの義務が課せ
られている。
１．方針の明確化と周知・啓発
　　　パワハラ防止の方針を明確にし、従業員に周知する。
２．相談窓口の設置
　　　相談に対応する窓口を設ける。
３．事後の迅速かつ適切な対応
　　　発生した場合、迅速かつ適切に対応する。
４．プライバシー保護と不利益扱いの禁止

　相談者等のプライバシーを保護し、相談を理由に
不利益な扱いをしない。

　罰則はないが、対応不足は企業イメージに損害を与え
る可能性がある。
　ハラスメントの未然防止策として、最も有効な対策は
ハラスメントには受け取り手によって範囲が変わる「グ
レーゾーン」が存在するため、風通しの良い関係を築き、
双方が安心してコミュニケーションを取れる環境が不可
欠。

安心できる環境作りの３つのポイント
１．「ありがとう」を伝える
　　　感謝の言葉をきちんと伝える。
２．否定せず受け止める
　　　相手の意見をまずは受け止める姿勢を持つ。
３．定期的な対話の場
　　　月１回の面談日など、社員と話す場を習慣化する。
などを述べられた。
　また、「指導」と「パワハラ」の境界線として
指導：相手の成長が目的。「どうすればいいか」まで一緒
に考える。
パワハラ：攻撃や排除が目的。「なんでできないんだ」で
終わる。
アンガーマネジメント：怒り（二次感情）の前の「焦り」「心
配」といった一次感情に気づき、本来伝えるべき気持ち
を理解することが重要であることを紹介した。
　続いて、ハラスメント発生後の対応として、
初期対応：まずは相談者の話を遮らず最後まで聞き、否
定せず、「話してくれてありがとう」と感謝を伝える。プ
ライバシーに十分配慮する。被害者・加害者問わず、相
談しやすい空気作りが会社の信頼につながる。
事実確認から再発防止まで：
１．事実確認
　　　当事者だけでなく、周囲からも聞き取りを行う。
２．記録
　　　全てのやり取りを記録する。
３．対応順序

　①被害者への配慮を先に行い、②その後、加害者
への指導を行う。

４．再発防止
　再発防止策を実施する。「相談したのに何も変わ
らなかった」という事態は避ける。

５．実効性のある相談窓口
　匿名で相談できる、男女の相談員を配置する、複
数の窓口体制（例：社外専門家への相談）を設ける
など、従業員が相談しやすい工夫が重要。

といった方法を紹介した。
　その後、ハラハラ(「ハラスメントだ」と主張すること
自体がハラスメントになるケース)やスメハラ(タバコや
香水などの匂いによる嫌がらせ)など多様化するハラス
メントの具体例を紹介した。

経営者が知っておきたい
　　　　ハラスメント防止の基本

【例会卓話】

講演者：亀井果織氏
　　　　《国家資格キャリアコンサルタント、JCDA産業心理カウンセラー》
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